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ごあいさつ 

 

  上田電鉄の安全報告書をご覧いただき、誠にありがとうございます。  

 鉄道事業の運営にあたっては、施設・車両の不具合やヒューマンエラーに加え、甚大な

被害をもたらす異常気象など様々なリスクがあり、安全を確保するには、このようなリス

クをしっかりと認識し対応していくことが重要であると考えております。本報告書は、こ

のような考え方に基づき、より安全性を高めるための方針や施策を報告するものです。  

 ２０２２年度も安全性や信頼性の向上を目指して、レール・枕木の交換、軌道道床の硬

質構造化、踏切の更新などを実施いたしました。また、運用面においても異常時訓練や業

務研究会の開催など継続的に取り組んでおります。 

 私どもは、鉄道をご利用のお客様や沿線にお住いの皆様、加えて、社員や協力企業メン

バーの「安全・安心」を確保し、地域から信頼される鉄道を目指して取り組んでまいりま

す。本報告書でのお気づきの点やご意見などをお寄せいただければ幸いです。 

 

２０２３年 ７月 

 

上田電鉄株式会社 

代表取締役社長 山本 修  
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１．基本方針と安全目標 

（１）基本方針 

当社の経営理念の第一は、安全・安心の確保です。「安全方針」「行動規範」を次

のように掲げ、社長以下従業員全員に周知・徹底しています。 

【安全方針】 

   「安全の確保」は鉄道事業の最大かつ最重要の、お客さまに対する責務である。 

   その安全は、役職員一人ひとりがルールの意義を認識しかつ遵守し、正則作業を確

実に遂行することによって支えられている。 

    私たちは鉄道事業を担う誇りを共に持ち、役職員相互の双方向コミュニケーショ

ンをしっかりと行い、安全の障害となる問題を一体となって速やかに解決し、この

お客さまに対する責務を誠実に果たし社会に貢献する。 

【行動規範】 

① 一致協力して輸送の安全確保に努める。 

② 輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともにこれを遵守し、

厳正・忠実に職務を遂行する。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。 

④ 職務の遂行にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のあるときは最も安全

と思われる取扱をする。 

⑤ 事故、災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、速やかに安全適切な

処置をとる。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保する。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦する。 

（２）安全目標 

（３）重点施策 

① 問題点の早期把握による安全対策の推進 

役職員相互の双方向コミュニケーションを活性化することにより、問題点を早期

に把握し、迅速な対応を行う。 

② 事故情報の確実な伝達と対策実施による再発防止 

自社および他社の事故情報を迅速、正確に職員に伝達し、必要な対策を速やかに

実施する。また、過去の事故事例を踏まえ現在の状況を検証するとともに、必要

により見直すことで同種事故の再発防止を図る。 

 

 

区 分 目 標 

鉄道運転事故（衝突・脱線・火災等の有責事故） 発生させない 

インシデント（鉄道運転事故が発生する恐れのある事態） 発生させない 
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③ 事故発生時の対応力向上 

事故想定訓練を定期的に実施し、その結果の振り返りや反省点をもとに対応に反

映させることにより、各職員の事故対応力の向上を図る。 

④ 管理監督者による事故防止の取組み 

管理監督者による添乗指導等、現場作業への立ち合い実施により、気付き等を直

接指導することで技能の向上と事故防止を図る。 

 

２．事故等の発生状況とその再発防止措置（２０２２年度） 

（１） 鉄道運転事故 

２０２２年度鉄道運転事故は発生しておりません。 

（２） 輸送障害  

２０２２年度運輸局へ報告の輸送障害（３０分以上の遅延や運休の発生） 

項目 件数 概 要 

自然災害 ４件 雷雲発生による運休３件、風害による運休１件 

設備車両故障等 １件 信号故障 

 

（３）インシデント 

  国土交通省へ報告する、インシデントの発生はありませんでした。 

（４）行政指導等 

   国土交通省よる行政指導等はありませんでした。 
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３．安全確保の取組み 

（１） 安全輸送対策工事 

   当社では安全安定輸送を継続するため、安全輸送対策に取り組んでいます。 

２０２２年度安全工事概要 

 

レール交換    コンクリートまくら木化    軌道道床硬質構造化 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車輪削正交換                 橋脚補強（落橋防止 桁の連結） 

 

 

 

摩耗 

事業費

（千円）
概　要

安全投資 139,771

鉄道軌道安全輸送設備等（国・県・市　協調補助） 125,365

レール交換 7,393 摩耗したレールを熱処理した強度の高いレールに更新

マクラギ交換 15,335 木マクラギをコンクリートマクラギ、または合成マクラギへ更新

マクラギ交換 3,307 木マクラギを木マクラギへ更新

軌道道床硬質構造化 16,981 道床砕石を交換するとともに、硬質構造化（路盤改良）を実施

踏切保安設備更新 17,267 老朽化した踏切制御器・遮断機・警報機を更新

千曲川橋梁補修 38,000 支承部の緩んだリベット、アンカーボルトの交換又は締め直し

産川橋梁補強 6,730 桁同士を連結、橋台桁座を鋼板で拡幅する落橋防止装置の新設

転てつ機更新 2,388 老朽化した発条転てつ機の更新（全6台計画の残り2台交換）

千曲川橋梁調査 4,340 橋梁補強に向けた健全度調査

車両定期検査 13,624 8年周期の車両全般検査

安全対策事業（上田市単独補助） 14,406

道床交換つき固め 12,904 道床砕石と土砂の混在した箇所の道床砕石を交換

千曲川橋梁計測 732 千曲川橋梁の歪み調査

車輪削正交換 770 走行によりフランジが摩耗、車輪を削り整正

項　目
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（２） 人材教育 

・新規就業者には各部門担当者により業務に関する教育を実施、鉄道係員としての基

礎知識を習得させています。 

・運転、駅、技術の各担当係員には年間の教育訓練計画をもとに教育を行い、知識の

充実、技術・技能の向上に努めています。 

・毎月全職員を対象に開催している「業務研究会」、各部門の会議内で自社および他

社の事故事例を共有するとともに、事故発生の原因・背景・対策を学ばせること

で、事故防止の要点を教育指導しています。 

（３） 異常時の訓練 

      異常時を想定し上田警察署とテロ対策訓練として６月と１２月に不審者対応訓

練、お客様の避難誘導訓練を実施いたしました。 

その他列車の脱線事故時に使用する脱線復旧機材の整備使用方の確認や緊急地震速

報受信時の訓練等も実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

不審者・テロ対策訓練     異常時運転訓練    バリアフリー応対教習 

 

(ア) 安全推進会議（マネジメントレビュー）の開催 

四半期ごとに安全推進会議（マネジメントレビュー）を開催して、過去に発生した

運転支障（輸送障害、踏切障害等）の発生状況の再確認と原因・対策について振り返

りを行い、対策内容の効果について検証ならびに確認を行っています。 

また、事故には至らなかったもののヒヤリとした、ハットしたという情報を社内各

職場より収集・共有し、問題の早期発見につなげています。 

 

(イ) 夏季および年末年始輸送安全総点検時の社長、安全統括管理者による安全巡視で 

線路、踏切等の安全確保について確認を行いましました。 

  

 

 

 

 

夏季巡視 年末年始巡視 
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(ウ) 意見交換会等の開催 

役職員相互の双方向コミュニケーションを踏まえ、社長・安全統括管理者・運転管

理者が業務研究会など参加し、職場環境の改善や安全意識の向上を図っています。 

 

４．当社の安全管理体制 

代表取締役社長 輸送の安全に関する業務の最終的な責任を負う 

安全統括管理者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する 

運転管理者 安全統括管理者の下、運転に関する事項を統括する 

施設・車両管理者 安全統括管理者の下、施設・車両に関する事項を統括する 

乗務員指導管理者 運転管理者の下、運転士の資質の保持に関する事項を管理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．発行 ２０２３年 ７月 

 

６．連絡先 

安全報告書へのご意見、ご感想をお寄せください。 

 

上田電鉄株式会社 

 長野県上田市下之郷４９８ 

 ＴＥＬ ０２６８－３９－７１１７（月～金 ９時００分～１７時００分） 

 ＦＡＸ ０２６８－３８－７９５１ 

 E-mail unyu@ukg.co.jp 

代表取締役社長

安全統括管理者

施設・車両管理者 運転管理者

乗務員指導管理者

mailto:unyu@ukg.co.jp

